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月号主要目次4
特集：人材育成
　　　～経営基盤の強化に向けて～ ･･･････ＪＲ旅客 6社、ＪＲ貨物、ＪＲシステム、鉄道総研ほか
コメンタリー：「ＪＲタワー」開業 5周年を迎えて ････････････････････････････････ＪＲ北海道
　　　　　　　新型マルス端末「MV-35」の概要 ･･･････････････････････････････ＪＲシステム

　今月号の特集のテーマは「疲労」です。疲労という言葉には，金属な
どの材料の疲労と生体の疲労の意味が含まれていますが，今回は「材料
の疲労・人間の疲労」と題し，その両方を取り上げました。
　鉄道に限らず事故やトラブルには，その原因や背景に疲労に係わりが
あるものが多く見受けられ，同種の事故・トラブルの防止に向けた安全
対策の策定や基準の制定に活かしていくため，疲労に関するさまざまな
研究が進められています。今回の記事はそのような研究の一端を示すも
のですが，非常に幅広いテーマであることがお分かりいただけたのでは
ないでしょうか。
　さて，次号の特集は「見えないものを探る」です。見えないものを如
何にして計測するか，視覚化するかといったことは，鉄道の安全性や快
適性の確保に直結する重要なテーマであり，また，技術進歩の著しい分
野でもあります。ご期待ください。（M. H）




